
プロジェクト２
細胞刺激技術開発

プロジェクト３
細胞計測技術開発

プロジェクト４
細胞同定技術開発

プロジェクト５
細胞分取技術開発

プロジェクト６
細胞解析技術開発

プロジェクト８
実証評価A

プロジェクト９
実証評価B

プロジェクト１
基本システム開発
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各研究機関にて単一細胞の分解能で高速・正確に細胞を
刺激する基盤技術の開発

各研究機関にて単一細胞の分解能で高速・正確に細胞を
計測する基盤技術の開発

各研究機関にて単一細胞の分解能で高速・正確に細胞を
同定する基盤技術の開発

各研究機関にて単一細胞の分解能で高速・正確に細胞を
分取する基盤技術の開発

各研究機関にて単一細胞の分解能で高速・正確に細胞を
解析する基盤技術の開発

バイオ燃料開発の実証評価
プロトコルの構築

血液検査技術開発の実証評
価プロトコルの構築

統合サイトのインフラ整備と基本システムの開発

プロジェクト７
統合システム開発

統合サイトにて各要素技術の基本システム
への融合と統合システム（セレンディピ
ター）の開発

各要素技術および統合システム（セレンディピター）を用いた超効率バ
イオ燃料開発の実証評価

各要素技術および統合システム（セレンディピター）を用いた高精度血
液検査技術開発の実証評価
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Phase 1: 要素技術開発ステージ
2.5年間 @ 各研究機関

Phase 2: 統合技術開発ステージ
2年間 ＠ 統合サイト

9実施計画



これまでに開発された要素技術と応用展開で顕著なものをプレスリリース

1. 微生物の個性を測る高速分子イメージング法を開発 2016年8月2日

2. フレキシブルな世界最薄のガラス流体チップを開発 2016年5月26日

3. 油を多く産出するユーグレナ変異体を選抜する品種改良法の開発に成功
2016年5月23日

4. 世界最高速の分子判別法を開発
～再生医療、がん診断、バイオ医薬品、バイオ燃料の研究を加速～

2016年2月15日

5. 100ギガビットネットワークを高効率利用するTCP通信技術を確立
～日米間100ギガビットネットワークを用い73ギガビット／秒のTCP通信を実現～

2015年12月11日

http://www.jst.go.jp/impact/serendipity/information/pressreleases.html

10プレスリリース一覧



11

微生物の個性を測る高速分子イメージング法を開発
～微生物によるバイオ燃料・バイオ医薬品生産の研究を加速～

プレスリリース①



12プレスリリース②

油を多く産生するユーグレナ変異体を選抜する品種改良法の開発に成功



13プレスリリース③

フレキシブルな世界最薄ガラス流体チップを開発



14

世界最高速の分子判別法を開発
～再生医療、がん診断、バイオ医薬品、バイオ燃料の研究を加速～

プレスリリース④



15プレスリリース⑤

100ギガビットネットワークを高効率利用するTCP通信技術を確立
～日米間100ギガビットネットワークを用い73ギガビット／秒のTCP通信を実現～



16

1. 計画通りに研究開発が進行中（一部は前倒しで進行中）
2. Agile方式とLean Startup方式を内蔵したステージゲート方式が非常に良く
機能している → 結果的に素晴らしい成果が多数出ている

3. PJ3～PJ5における各要素技術のスペックは世界一を達成
4. セレンディピターminiの開発を通じて、複数の要素技術の融合に関連した
技術的問題の洗い出し及び早期の解決を実施 → Phase 2のセレンディ
ピター開発に資する

5. 計画通りの半年後（H28年度終了時）に最終ステージゲートを実施し、
Phase 2期間（H29年度より2年間）への移行を進める予定

6. Lean Startup方式を用いることで、Phase 1の要素技術開発の段階でユー
ザーサイド（PJ8、PJ9）とコラボして応用検討・評価を実施 → オリ
ジナルな社会実装につながる複数の素晴らしい予備実験データを取得

7. リスク想定及びリスクマネージメントが良く機能し、問題を先回りして
解決できているため、大きな問題に直面することなく現在まで至る
（Phase 2へのリスク対策は要検討）

まとめ


